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The Human Ribosomal Protein Genes: Sequencing and Comparative Analysis of 73 Genes 
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The Human Ribosomal Protein Genes: Sequencing and Comparative Analysis of 73 Genes 

（論文審査結果の要旨）

記の論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義、学術水準等に

き慎重かつ公正に検討し、以下のような審査結果を得た。

研究の背景と目的：リポソームはタンバク質合成の場として生命活動の基本的な役割

を担う細胞内粒子である。最近、いくつかのリポソームタンバク質(RP)の異常が、ヒト

の疾患あるいは他種生物の変異体の原因となっていることが明らかになり、注目されて

いる。しかし、ヒトの RP遺伝子は、ゲノム内に多数存在するプロセス型偽逮伝子がク

ローニングの障害となり、その解析は遅れていた。本研究は RPと疾患との関わりを解

明すること、また、発現調節機構を解明する手がかりを得ることを目的として、 RP遺

伝子の全塩基配列を決定した。
研究内容と学術的水準：偽造伝子の影響を排除するために RP遺伝子のイントロンの

配列を基に作製された STS（標識となるゲノム情報）を用いることによって、 73種の

RP遺伝子のクローニングに成功し、そのうち 44種の RP造伝子の塩基配列を決定した。

また、完全長 cDNAの塩基配列の決定により、既に塩基配列が発表されていた遺伝子

についても正確な転写開始点を決定した。次に、協調的発現機構を明らかにするために

プロモーター領域の解析を行い、 TATA boxに似た配列が追伝子発現に関わっている

可能性、また、新規の調節配列あるいは、既知の転写因子の組み合わせによる調節機構

の可能性があることを明らかにした。さらに、ヒト RP造伝子の構造をヒトの他の造伝

子や他種生物の RP遺伝子の構造と比較を行うことにより、 RP遠伝子の構造上の特徴

を明らかにし、 RP逮伝子がイントロンの位置を解析するのに適した材料であることを

示した。

研究の成果と意義：本研究において、 RP逮伝子の転写開始点を含めた全塩基配列の決

定により、遺伝性疾患のスクリーニングが可能となった。また、 RP迫伝子に関する基

礎的データを整備した医学的、生物学的意義は大きく、今後の研究に資することも多い。

以上の結果から、本研究は学位授与に十分値する内容であると判断した。

備考 1 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横書とすること。

2 要旨は 800字～1200字以内にまとめること。

3 ＊印は記入しないこと。


